






色々あるが、今回の研修が一番頭にすっと入ってきてわかりやすく面白かった。脳の働き

のバランスが崩れているので、うまく脳をつかうように働きかけることが大事だと分かっ

た。自分自身、そして患者さんへ活かせることばかりだった。」と記載していたが、ここ

から、〔ストレスにずっとさらされている〕と〔脳の働きのバランスが崩れているので、

うまく脳をつかうように働きかけることが大事〕〔自分自身、そして患者さんへ活かせ

る〕の 3つのコードを作成した。参加者 1から参加者 6の記述について実際にコード化し

た結果を分析例として表 2に示した。参加者のアンケートから得られた 38の記述をコー

ド化したところ、64のコードが作成された。続いて、64のコードの意味内容を検討し、

共通性・相異性を吟味しながら整理を進めカテゴリー化を行った。その一部を表 2に示し

た。例えば、表 2のコード番号 1-②「脳の働きのバランスが崩れているので、うまく脳を

つかうように働きかけることが大事」は、コード番号 4-②「脳の働きを整えるという考え

方は、科学的なアプローチがされた上での考え方で、とても興味深かった」、コード番号

6-①「メンタルへルスを保つことは、脳の機能を整える事である」等、表 3のカテゴリー

3段目に示したように、8‐②、9‐①、10‐②、24‐②、25‐②、29‐②、32‐②、33‐

②、34‐②、36‐②コードと同様の意味内容を含んでいたため、それらより【脳の働きを

メンタルヘルス実践のエビデンスとして獲得】といったカテゴリーが作成された。その

他、64のコードから【自身の心身の客観視と自分への労わりの気持ちの出現】【他者援助

への発展の兆し】【メンタルヘルス対処法に関して〈知る〉から〈即実践〉するレベルへ

の変化】【メンタルヘルスを心と身体のつながりで捉えるよう変化】の 5つのカテゴリー

が生成された。 

 

Ⅶ.考察 

1.交代勤務を余儀なくされるという職業特性からみるメンタルヘルス 

看護師の職業特性の一つとして、病院勤務者にとっては交代勤務が避けられないという 

労働環境下での職務を余儀なくされることが挙げられる。3交代あるいは 2交代勤務で 

は、サーカディアン・リズムや自律神経のバランスを崩しやすいが、このような看護師の 

身体的ストレスを、看護者自身の精神保健上の問題にすり替えられてしまう危険性がある 

ことも指摘されている 4）。人間の脳が生理機能の統括、精神機能の統括、さらに生理機能 

と精神機能の統括を同時に行っている以上、身体への負担を考えることなしに看護師のメ 

ンタルヘルスについて語ることはできない。そこで、今回は心と身体のつながりを意識し 

たメンタルヘルス研修会のプログラム作成を試みた。受講者が自身のものの見方考え方と 

いった認知の特徴だけではなく、自身の身体の疲弊状態をも同時に客観視することができ 

るように、さらに心のありようが身体に影響を及ぼし、身体の健康状態が心に影響すると 

いう関係になっていることを十分に意識して、まるごと自分自身を客観視できることを目 

的とした。看護職を全うするためにはミスが許されず、その場その場で専門知識を呼び出 

し的確な看護判断を行い、情況に相応しい感情を動かしながら対象に対峙し、さらに交代 

勤務を行う中で、身体の恒常性を保つよう脳幹を機能させていることを自覚することがで 

きるようなプログラムが必要である。アンケートの自由記述から整理したカテゴリーの一

Ⅵ.結果 

1．選択肢を付した設問に対する集計結果 

①ストレスの考え方について、②メンタルヘルスが全身に及ぼす影響について、③メン

タルヘルスを保つ方法について、④今後のセルフマネジメント実践に活かせそうか、につ

いて設問ごとに単純集計を行った（図 2）。どの設問項目についても、「参考になった」が

86％～97％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 設問 1～４の回答結果 

 

2．自由記述の分析 

自由記述欄に記載された文章を精読し、研修会で実施したプログラムの効果と課題を探

ることに意義があると思われる 38名分の記述を分析対象とした。分析対象となった参加

者１は「自分はストレスにずっとさらされていると思う。メンタルヘルスの研修は色々あ

るが、今回の研修が一番頭にすっと入ってきてわかりやすく面白かった。脳の働きのバラ

ンスが崩れているので、うまく脳をつかうように働きかけることが大事だと分かった。自

分自身、そして患者さんへ活かせることばかりだった。」と記載していた。また、参加者 2

は「ストレスにうまく対応していきたいが、そのためにはセロトニンとオキシトシンを出

していこうと思った。」と記載していた。 

次に、プログラムの効果に注目して文脈ごとに意味を読み取りコード化した。例えば参

加者１の記載「自分はストレスにずっとさらされていると思う。メンタルヘルスの研修は
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た。例えば、表 2のコード番号 1-②「脳の働きのバランスが崩れているので、うまく脳を

つかうように働きかけることが大事」は、コード番号 4-②「脳の働きを整えるという考え

方は、科学的なアプローチがされた上での考え方で、とても興味深かった」、コード番号

6-①「メンタルへルスを保つことは、脳の機能を整える事である」等、表 3のカテゴリー

3段目に示したように、8‐②、9‐①、10‐②、24‐②、25‐②、29‐②、32‐②、33‐

②、34‐②、36‐②コードと同様の意味内容を含んでいたため、それらより【脳の働きを

メンタルヘルス実践のエビデンスとして獲得】といったカテゴリーが作成された。その

他、64 のコードから【自身の心身の客観視と自分への労わりの気持ちの出現】【他者援助

への発展の兆し】【メンタルヘルス対処法に関して〈知る〉から〈即実践〉するレベルへ

の変化】【メンタルヘルスを心と身体のつながりで捉えるよう変化】の 5つのカテゴリー
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と精神機能の統括を同時に行っている以上、身体への負担を考えることなしに看護師のメ 
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いった認知の特徴だけではなく、自身の身体の疲弊状態をも同時に客観視することができ 

るように、さらに心のありようが身体に影響を及ぼし、身体の健康状態が心に影響すると 

いう関係になっていることを十分に意識して、まるごと自分自身を客観視できることを目 

的とした。看護職を全うするためにはミスが許されず、その場その場で専門知識を呼び出 

し的確な看護判断を行い、情況に相応しい感情を動かしながら対象に対峙し、さらに交代 

勤務を行う中で、身体の恒常性を保つよう脳幹を機能させていることを自覚することがで 

きるようなプログラムが必要である。アンケートの自由記述から整理したカテゴリーの一

Ⅵ.結果 

1．選択肢を付した設問に対する集計結果 

①ストレスの考え方について、②メンタルヘルスが全身に及ぼす影響について、③メン

タルヘルスを保つ方法について、④今後のセルフマネジメント実践に活かせそうか、につ
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2．自由記述の分析 
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表 3 カテゴリー化の全貌 

コード番号 カテゴリー 

1‐① 7‐① 10‐① 16‐① 25‐① 27‐②   自身の心身の客観視と自分への労わりの気持

ちの出現 30‐② 35‐② 37‐①         

1‐③ 8‐① 33‐①         他者援助への発展の兆し 

1‐② 4‐② 6‐① 8‐② 9－① 10‐②   脳の働きをメンタルヘルス実践のエビデンスとし

て獲得 24‐② 25‐② 29‐② 32‐② 33‐② 34‐② 36‐② 

2-① 2‐② 5‐① 6‐② 11‐① 14-① 15‐① 

メンタルヘルス対処法に関して〈知る〉から〈即

実践〉するレベルへの変化 

18‐① 19‐① 21‐① 22‐① 22‐② 23‐① 24‐① 

26‐① 27‐① 28‐① 28‐② 30‐① 31‐① 32‐① 

35‐① 38‐① 38‐②         

3‐① 4‐① 5‐② 12‐① 13‐① 13‐② 14‐② 
心と身体のつながりでメンタルヘルスを捉える 

17‐① 26‐② 29‐① 37‐② 36‐①     

 

2．感情労働 5)を伴うという職業特性からみるメンタルヘルス 

交代勤務を余儀なくされることに加え、看護師の職業特性として、自他の感情と向き合わ

なければならない感情労働の現場にいる、ということがある。自分の感情を操作しながら働

き続けることによって、情緒的に疲弊していき、無力感の増大や、達成感の後退につながる

ため、感情労働の性質をよく知り、適切に対処していかなければ、バーンアウトに陥る危険

性がある 6)。感情労働は他の職業性ストレスと同等に、看護師の陰性の心理的ストレスの要

因となっているとの報告 7)もあり、このような状況に陥らないためにも、感情の働きを理性

や知性で押さえ込む状況が慢性的に続いてしまう可能性があることを看護師自身が自覚す

ることが必要であろう。【脳の働きをメンタルヘルス実践のエビデンスとして獲得】のカテ

ゴリーを生成する際に含まれていたコードに、[脳の働きのバランスが崩れているので、う

まく脳を使うように心掛けることが大事]とあり、脳生理学的視点を意識した記述が見られ

ていた。生成されたカテゴリーから、参加者は【メンタルヘルスを心と身体のつながりで捉

えるよう変化】しており、メンタルヘルスを心の健康という一元的な捉え方ではなく、身体

の健康という側面と相互作用で捉えていることが分かった。さらに、【メンタルヘルス対処

法に関して〈知る〉から〈即実践〉するレベルへの変化】があり、メンタルヘルスセルフマ

ネジメント行動に繋がっていくことが期待され、さらに【他者援助への発展の兆し】がある

ことがわかった。看護師は病める人々の健康回復を促し、その人らしい生活を送ることが出

来るように支援する専門職者であることから、必要に応じて対象に健康指導や教育を行う

ことが求められる。対象が健康な生活を送ることができるように多くのアドバイスを行う

が、対象が看護師のアドバイスを自分のものに出来るか、また継続して行えるかは、自分に

とってその行為がどのような意味になるのかを伝えられるかが鍵となる。看護師自身も、実

つに【自身の心身の客観視と自分への労わりの気持ちの出現】とあり、研修会の狙いと

するカテゴリーが生成されていた。 

 

表 2 コード化の例 

参加者 記述の実際 
コード番

号 
コード 

1 

自分はストレスにずっとさらされていると思う。メンタルヘ

ルスの研修は色々あるが、今回の研修が一番頭にすっ

と入ってきてわかりやすく面白かった。脳の働きのバラン

スが崩れているので、うまく脳をつかうように働きかける

ことが大事だと分かった。自分自身、そして患者さんへ

活かせることばかりだった。 

１‐① ストレスにずっとさらされている。 

１‐② 
脳の働きのバランスが崩れているので、う

まく脳をつかうように働きかけることが大事 

１‐③ 自分自身、そして患者さんへ活かせる。 

2 
ストレスを上手に対応して行きたいが、そのためにはセロ

トニンとオキシトシンを出していこうと思った。 

2‐① 
セロトニンとオキシトシンを出していこうと思

った。 

2‐② ストレスを上手に対応したい。 

3 

メンタルヘルスの気持ちについて話と思ってたが、身体

のつくりや細胞レベルの話で違った視点での考え方で

面白かった 

３-① 
身体のつくりや細胞レベルの話で違った視

点での考え方で面白かった。 

4 

今までメンタルヘルスについての研修は何度も受けた

が、考え方やストレス解消の方法が主な研修で、「脳の

働き」を整えるという考え方は、科学的なアプローチがさ

れた上での考え方で、とても興味深かった。「心と体は

切り離せない」と自覚し、上手にコントロールしていきた

い。 

4‐① 心と体は切り離せない。 

4‐② 

「脳の働き」を整えるという考え方は、科学

的なアプローチがされた上での考え方で、

とても興味深かった。 

5 

メンタルへルスについて生理学やエビデンスに基づいた

講義であり、ストレスの構造や脳の健康についてよく分

かった。まずは健康な脳を整えられるようにセルフケア

をしていきたい。 

5‐① 
まずは健康な脳を整えられるようにセルフ

ケアをしていきたい。 

5‐② 
ストレスの構造や脳の健康についてよく分

かった。 

6 

脳の解剖学や生体機能からメンタルヘルスについて考

えられ、理解しやすかったです。メンタルへルスを保つ

ことは、脳の機能を整える事であり、教えていただいたス

トレスの発散法をうまく活用しながらコントロールしていけ

たらと思う。 

6‐① 
メンタルへルスを保つことは、脳の機能を

整える事である。 

6‐② 
ストレスの発散法をうまく活用しながらコント

ロールしていけたらと思う。 
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表 3 カテゴリー化の全貌 

コード番号 カテゴリー 

1‐① 7‐① 10‐① 16‐① 25‐① 27‐②   自身の心身の客観視と自分への労わりの気持

ちの出現 30‐② 35‐② 37‐①         

1‐③ 8‐① 33‐①         他者援助への発展の兆し 

1‐② 4‐② 6‐① 8‐② 9－① 10‐②   脳の働きをメンタルヘルス実践のエビデンスとし

て獲得 24‐② 25‐② 29‐② 32‐② 33‐② 34‐② 36‐② 

2-① 2‐② 5‐① 6‐② 11‐① 14-① 15‐① 

メンタルヘルス対処法に関して〈知る〉から〈即

実践〉するレベルへの変化 

18‐① 19‐① 21‐① 22‐① 22‐② 23‐① 24‐① 

26‐① 27‐① 28‐① 28‐② 30‐① 31‐① 32‐① 

35‐① 38‐① 38‐②         

3‐① 4‐① 5‐② 12‐① 13‐① 13‐② 14‐② 
心と身体のつながりでメンタルヘルスを捉える 

17‐① 26‐② 29‐① 37‐② 36‐①     

 

2．感情労働 5)を伴うという職業特性からみるメンタルヘルス 

交代勤務を余儀なくされることに加え、看護師の職業特性として、自他の感情と向き合わ

なければならない感情労働の現場にいる、ということがある。自分の感情を操作しながら働

き続けることによって、情緒的に疲弊していき、無力感の増大や、達成感の後退につながる

ため、感情労働の性質をよく知り、適切に対処していかなければ、バーンアウトに陥る危険

性がある 6)。感情労働は他の職業性ストレスと同等に、看護師の陰性の心理的ストレスの要

因となっているとの報告 7)もあり、このような状況に陥らないためにも、感情の働きを理性

や知性で押さえ込む状況が慢性的に続いてしまう可能性があることを看護師自身が自覚す

ることが必要であろう。【脳の働きをメンタルヘルス実践のエビデンスとして獲得】のカテ

ゴリーを生成する際に含まれていたコードに、[脳の働きのバランスが崩れているので、う

まく脳を使うように心掛けることが大事]とあり、脳生理学的視点を意識した記述が見られ

ていた。生成されたカテゴリーから、参加者は【メンタルヘルスを心と身体のつながりで捉

えるよう変化】しており、メンタルヘルスを心の健康という一元的な捉え方ではなく、身体

の健康という側面と相互作用で捉えていることが分かった。さらに、【メンタルヘルス対処

法に関して〈知る〉から〈即実践〉するレベルへの変化】があり、メンタルヘルスセルフマ

ネジメント行動に繋がっていくことが期待され、さらに【他者援助への発展の兆し】がある

ことがわかった。看護師は病める人々の健康回復を促し、その人らしい生活を送ることが出

来るように支援する専門職者であることから、必要に応じて対象に健康指導や教育を行う

ことが求められる。対象が健康な生活を送ることができるように多くのアドバイスを行う

が、対象が看護師のアドバイスを自分のものに出来るか、また継続して行えるかは、自分に

とってその行為がどのような意味になるのかを伝えられるかが鍵となる。看護師自身も、実

つに【自身の心身の客観視と自分への労わりの気持ちの出現】とあり、研修会の狙いと

するカテゴリーが生成されていた。 

 

表 2 コード化の例 

参加者 記述の実際 
コード番

号 
コード 

1 

自分はストレスにずっとさらされていると思う。メンタルヘ

ルスの研修は色々あるが、今回の研修が一番頭にすっ

と入ってきてわかりやすく面白かった。脳の働きのバラン

スが崩れているので、うまく脳をつかうように働きかける

ことが大事だと分かった。自分自身、そして患者さんへ

活かせることばかりだった。 

１‐① ストレスにずっとさらされている。 

１‐② 
脳の働きのバランスが崩れているので、う

まく脳をつかうように働きかけることが大事 

１‐③ 自分自身、そして患者さんへ活かせる。 

2 
ストレスを上手に対応して行きたいが、そのためにはセロ

トニンとオキシトシンを出していこうと思った。 

2‐① 
セロトニンとオキシトシンを出していこうと思

った。 

2‐② ストレスを上手に対応したい。 

3 

メンタルヘルスの気持ちについて話と思ってたが、身体

のつくりや細胞レベルの話で違った視点での考え方で

面白かった 

３-① 
身体のつくりや細胞レベルの話で違った視

点での考え方で面白かった。 

4 

今までメンタルヘルスについての研修は何度も受けた

が、考え方やストレス解消の方法が主な研修で、「脳の

働き」を整えるという考え方は、科学的なアプローチがさ

れた上での考え方で、とても興味深かった。「心と体は

切り離せない」と自覚し、上手にコントロールしていきた

い。 

4‐① 心と体は切り離せない。 

4‐② 

「脳の働き」を整えるという考え方は、科学

的なアプローチがされた上での考え方で、

とても興味深かった。 

5 

メンタルへルスについて生理学やエビデンスに基づいた

講義であり、ストレスの構造や脳の健康についてよく分

かった。まずは健康な脳を整えられるようにセルフケア

をしていきたい。 

5‐① 
まずは健康な脳を整えられるようにセルフ

ケアをしていきたい。 

5‐② 
ストレスの構造や脳の健康についてよく分

かった。 

6 

脳の解剖学や生体機能からメンタルヘルスについて考

えられ、理解しやすかったです。メンタルへルスを保つ

ことは、脳の機能を整える事であり、教えていただいたス

トレスの発散法をうまく活用しながらコントロールしていけ

たらと思う。 

6‐① 
メンタルへルスを保つことは、脳の機能を

整える事である。 

6‐② 
ストレスの発散法をうまく活用しながらコント

ロールしていけたらと思う。 

 

 

 

ー 8ー ー 9ー



1 

感染管理スキルアップ研修における感染性胃腸炎を想定した模擬演習の効果 
－相互評価の活用を通して－ 

 
キーワーズ：模擬演習、感染性胃腸炎、感染管理、研修、相互評価 

 
邊木園幸、栗原保子、武田千穂、勝野絵梨奈 （宮崎県立看護大学） 

 
 

Ⅰ はじめに

 厚生労働省は、平成 3 年から医療関連感染を制御するための方向性を示す通知を適宜発

出してきた 1)。直近では平成 26 年 12 月に厚生労働省医政局地域医療計画課から「医療機関

における院内感染対策について」（医政地発 1219 第 1 号）が通知 2)され、院内感染対策の体

制強化が求められた。さらに、平成 27 年 4 月には厚生労働省医政局地域医療計画事務連絡

として「薬剤耐性菌対策に関する提言」3)が送付され、薬剤耐性菌問題（Antimicrobial 

Resistance, AMR）に対する対策として、抗菌薬の適正使用、感染制御の強化、感染管理認定

看護師等の役割、アウトブレイク対応、サーベイランスの強化等が示された。その中で、医

療関連感染を予防するために感染管理認定看護師（Infection Control Nurse, 以下 ICN）の組

織内外での活動を促進するように求められている。しかし、宮崎県内の感染管理認定看護師

は 32 名（平成 29 年 3 月末）であり、県内の医療機関における医療関連感染予防に係る取組

みはまだまだ途上であると考えられる。このような動向の中、看護師には医療関連感染予防

のための幅広い知識と看護実践能力が必要とされ、多職種の中でリーダー的役割を発揮し

ていくことが求められる。

筆者らの所属する看護大学では、武田らの調査 4)をもとに、看護職者が医療関連感染の予

防と管理に関する知識や技術を修得しリーダーシップを発揮しながら実践できることを目

指した教育プログラムを作成し、平成 25 年度から「感染管理スキルアップ研修」（宮崎県立

看護大学地域貢献等研究推進事業）を開始した。年度ごとに研修評価を行い、プログラムを

修正しながら研修を実施した。平成 26 年度の研修では、知識に基づく実践が現場で行える

ように相互評価を活用した標準予防策に関する実技演習を導入した。演習によって受講生

は、標準予防策に関する自己の知識とその内容の不確かさに気づき根拠を再確認していた

が、実践への困難感を感じていることが明らかとなった 5)。そこで、平成 27 年度は標準予

防策にもとづく実践を強化するために感染性胃腸炎を想定した模擬演習を導入した。感染

性胃腸炎に伴う感染対策は、標準予防策と感染経路別予防策が必要とされ、専門知識に基づ

く判断と感染防止技術の確かな実施が求められる。横内はノロウイルス対応への取組みと

して、汚物処理の実技演習を取入れた実践的研修を実施し、実技演習は初動期の具体的な行

動に結びつく有効な方法のひとつと報告 6)しており、実践力強化に模擬演習は有効な方法と

考えた。模擬演習では、より実践的な思考と技術が修得できるように、吐物処理に必要な行

為と根拠、処理を実施している時の思いから構成した評価用紙を作成し相互評価に活用し

た。

際にインフルエンザやその他のウイルス感染などへの罹患には十分気を付けるなど健康管

理に日ごろから留意している。予防対策はもちろん、兆候時の早期対応も専門職としての知

識を十分持ち合わせているので、発症に至る前に対応できる。初期対応できるのは、自分の

身体の調子を日常の状態と無意識的に比較しているからでもある。メンタルヘルスも同様

であるが、精神は目に見えないだけでなく意識しづらく、本人も不調に気付くことが遅れ、

ある程度追い込まれた状況にならないと自覚できないという特徴がある。心と身体の声に

意識して耳を傾け、自身の脳の働かせ方が本来の健康な働きから逸脱していないかモニタ

ーすることは難しいことかもしれない。しかし、今回の研修会への参加者は、身体と心のつ

ながりでメンタルヘルスを考えていくことを意識し、身体と心のつながりを持って自己客

観視することが重要と自覚するように変化していたこと、またメンタルヘルスを保つ方法

に対するエビデンスを持ち得ることができ、自分を労わりたい気持ちが大きくなり、他者の

援助にも活用したい、という変化があったことから、今回の研修会プログラムはメンタルヘ

ルスセルフマネジメント力向上に繋がるものであったと言える。 

今後は、看護専門領域の違いとメンタルヘルスに及ぼす影響、を踏まえた研修会プログラ

ムの作成を考えていくことが課題である。 
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